
私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（1）第 42 号（1）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

◎答えは４ページに記載

Q. 何処にあるかわかりますか？Q. 何処にあるかわかりますか？

徳川家康公出陣キット徳川家康公出陣キット

徳川家康公像徳川家康公像
を探そう！

　家康公が着用されたとする「金陀美具足」（きんだみぐそく）がモチーフ。　家康公が着用されたとする「金陀美具足」（きんだみぐそく）がモチーフ。
駿府城城代橋付近に設置されています。「プラモデルのまち」静岡市ならでは駿府城城代橋付近に設置されています。「プラモデルのまち」静岡市ならでは
の世界唯一のプラモニュメントです。（本物は「久能山東照宮」所有）の世界唯一のプラモニュメントです。（本物は「久能山東照宮」所有）

おまけおまけ
ご存じですか？ご存じですか？

１１ 竹千代君像竹千代君像
　今川の人質として過ご　今川の人質として過ご
した幼少期の銅像。自分した幼少期の銅像。自分
を励ますように手を握っを励ますように手を握っ
ています。ています。

２２ 壮年期の家康公像壮年期の家康公像
　40 歳代後半、２度目の駿府居住の頃の銅　40 歳代後半、２度目の駿府居住の頃の銅
像。采配を手に持ち合戦に挑む勇猛果敢な像。采配を手に持ち合戦に挑む勇猛果敢な
お姿です。お姿です。

３３ 晩年の家康公像晩年の家康公像
　「大御所」として駿府に移り鷹狩に　「大御所」として駿府に移り鷹狩に
興じている銅像。左手に鷹を持ち、威興じている銅像。左手に鷹を持ち、威
風堂々、威厳があります。風堂々、威厳があります。
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す
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第 42 号（2）第 42 号（2）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
素
晴

ら
し
い
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
は
元
日
に
は
毎
年
の
様
に
秋
葉

山
神
社
の
境
内
か
ら
、
初
日
の
出
を

友
人
や
多
く
の
皆
さ
ん
と
待
ち
受
け

て
、
山
と
山
の
間
か
ら
太
陽
が
見
え

た
瞬
間
、
万
歳
と
拍
手
に
包
ま
れ
、

「
１
年
が
良
い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
」

と
祈
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
大

き
な
課
題
は
、
会
員
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
い
事
で
す
。
我
々
役
員

も
会
員
増
加
の
為
に
各
地
区
の
集
い

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
カ
ラ
オ
ケ

等
で
呼
び
か
け
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
あ
ま
り
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
の
皆
様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
他
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
会
員
増
加
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
幸
せ
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
を

豊
か
に
す
る
活
動
を
通
じ
て
、
誰
も

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
暮
ら
し
、
と
も
に
支
え
合
う

地
域
社
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
理
念
の
も
と
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
の
見
守
り
や
清
掃
活
動
な
ど
、
地

域
福
祉
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
第
９
回
シ
ニ
ア

令
和
８
年   

会
長
・
市
長
年
頭
あ
い
さ
つ
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（3）第 42 号（3）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

ク
ラ
ブ
大
会
で
は
、
芸
能
発
表
会
が

行
わ
れ
、
日
頃
の
成
果
を
十
分
に
発

揮
さ
れ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
に
な
ら
れ

て
い
な
い
方
も
参
加
で
き
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
大
盛

況
で
あ
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
様
が
、
自
ら

の
生
き
が
い
・
健
康
づ
く
り
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
も
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
改
め
て
、
敬
意
と
感
謝
の

意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
、
皆
様
の

知
識
と
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ

き
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
静
岡
市
で
は
、
誰
も
が
安

心
と
幸
せ
を
実
感
で
き
、
こ
の
ま
ち

の
未
来
に
夢
や
希
望
を
持
て
る
「
安

心
感
が
あ
る
温
か
い
社
会
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
、

市
民
の
皆
様
と
、
共
に
創
っ
て
い
き

た
い
。こ
れ
が
私
の
強
い
思
い
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市

の
益
々
の
ご
発
展
、
そ
し
て
、
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念

し
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
7
年
度  

新
任
会
長
研
修
会

が
7
月
7
日（
月
）は
ー
と
ぴ
あ
清

水
で
行
わ
れ
、
25
名
の
会
長
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
鈴
木
会
長

よ
り
「
新
任
会
長
と
し

て
の
心
構
え
」、
次
に
内

田
局
長
よ
り
「
老
人
ク

ラ
ブ
の
組
織
と
運
営
」

の
講
義
を
受
け
、
皆
さ

ん
熱
心
に
ペ
ン
を
取
る

な
ど
し
て

聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
み
、

内
田
局
長
の
講
演
は

「
も
っ
と
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
」
と
題
し
て
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
、

有
効
性
を
映
像
を
交

え
説
明
。
ま
た
「
組

織
活
動
は
健
康
長
寿

の
秘
訣
」（
全
老
連
資
料
）
を
参
考

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
、
仲
間
づ

く
り
が
「
健
康
長
寿
」
の
実
現
に

繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
嬉
し
い
可

能
性
も
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
協

議
で
は
、
活
動
の
内
容
が
活
発
に

意
見
交
換
さ
れ
、
有
意
義
な
話
し

合
い
と
な
り
ま
し
た
。

真
剣
な
眼
差
し

　
新
任
会
長
研
修
会
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（4）第 42 号（4）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

区 氏　　名

葵　区

落合　庄一
藤井眞理子
大杉　正子
杉浦　俊男
朝倉　司朗
和田　正臣
望月　　篤
望月　　昭
鈴木　英次
山下　　昇
瀧　　安雄
永岡眞由美
山田　眞平

駿河区
榎本　昭子
花村　政之
戸塚　　享

清水区
下出　義治
風間　　康
福元　末男

会長 5 年以上功労者会長 5 年以上功労者
区 氏　　名

清水区

山口　姫子
石垣　昭次
堀　　敏夫
上野　正芳
新藤　勝治
水上　康行
菅井　利子
細沢　好政
望月　晴男
佐野　匡史
望月　克弥

区 氏　　名

葵　区
平間　繁治
平野　隆義
城内　良子

駿河区 日野　長子

清水区

栗田とみ子
内藤　久枝
山本　俊行
山本　長江
平井　隆而

役員 10 年以上功労者役員 10 年以上功労者

順　位 区 クラブ名
1　位 葵　区 東寿会

2　位 清水区 下野一丁目
シニアクラブ

葵　区 第二長生会

会員増強特別賞会員増強特別賞

区 クラブ名
駿河区 八幡三丁目長寿会
清水区 蜂ヶ谷明峰会

優良クラブ優良クラブ

区 氏　　名／クラブ名
駿河区 日野　長子
事務局 内田　　篤
葵　区 足久保生き生きクラブ

全国老人クラブ連合会全国老人クラブ連合会

シニアクラブ大会が開催される
　12 月５日（金）、静岡県コンベンションアーツセンターグラ
ンシップにおいて第９回シニアクラブ大会が開催。第 1 部
表彰式は 40 名の個人と６団体が表彰されました。（下記名簿
参照）永年のシニアクラブへの貢献ありがとうございます。
　第２部芸能発表では三区の代表 10 組の方々が、華やかで
楽しい演目を披露し、会場を盛り上げていただきました。

第１部：表彰式 表彰者第１部：表彰式 表彰者

【表紙の答え】 ①と②：JR 静岡駅北口広場　③：駿府城公園
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（5）第 42 号（5）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　第１部の表彰式に続いて第２部は芸能発表の部を行いました。出演したのは清水区から４組、葵区から３
組、駿河区から３組の合計 10 組で、踊り、ダンス、コーラスを披露しました。発表したみなさんのはつら
つとした姿は日頃の練習の成果を表していて、観客のみなさんに生きがいを持っていきいきと生活する事の
大切さを感じさせました。
　今回は市民文化会館が改修により使えなくなったため、会場がグランシップになりました。慣れない会場
で運営に当たった駿河区の皆様、ご苦労様でした。　（戸塚　享）

船越オレンジ会船越オレンジ会 愛唱歌クラブ愛唱歌クラブ足久保生き生きクラブ足久保生き生きクラブ

フォークダンスの会フォークダンスの会

猿田川クラブ猿田川クラブ小島シニア夕月会小島シニア夕月会
川原長寿会川原長寿会

3B体操・フォークダンス3B体操・フォークダンス

鎌田喜楽会鎌田喜楽会有東シニアクラブ有東シニアクラブ 東寿会東寿会

第２部：芸能発表
練習の成果を発揮 !! 輝きを魅せる！



シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（6）第 42 号（6）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

大会結果大会結果

　残暑厳しい中、本大会は 8 月 20 日（水）静
岡市中央体育館で開催されました。
　葵区 15、駿河区 14、清水区 18、合計 47 チー
ムが各区の代表として参加しました。1 チー
ム 5 人で 2 ゲーム戦い、その合計点で順位を
争います。熱戦の結果、清水区「由比 T チー
ム」が驚異の 4 連覇を達成しました。
　全力を尽くしてホッとした表情の選手に拍

手 を 送 り ま す。
皆様ご苦労様で
した。

（杉浦　俊男）

「由比Tチーム」
4連覇おめでとう！

由比 T チーム驚異の４連覇 !!由比 T チーム驚異の４連覇 !!

　10 月 3 日（金）にちゅ～るスタジアム清水第 2 球場に於
お い

て葵区
57 名、駿河区 54 名、清水区 102 名、計 213 名にて実施されました。
　時折り秋風を感じながらプレー開始。スタート直後の 1 番ホ

ール第 1 打がホールインワンで大喜びです。各
組選手が三区の方々と交流を図りながら楽しく
プレーしている姿が印象的でした。なおホール
インワン賞は指定のホールのみで８名が達成し
ました。（菅　善紀）

ナイスショットを連発！ナイスショットを連発！ 第17回シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴルフ大会第17回シニアクラブ静岡市グラウンド・ゴルフ大会

大
会
結
果

大
会
結
果

順　位 区 学地区 氏　名 スコア
優　勝 清　水 江　尻 石原　　誠 43
準優勝 清　水 由　比 落合　康行 44
３　位 清　水 駒　越 川島　澄雄 44

男性の部

順　位 区 学地区 氏　名 スコア
優　勝 清　水 小　島 三浦せつ子 42
準優勝 駿　河 大　谷 杉本　信子 43
３　位 清　水 清　水 杉村千寿子 46

女性の部

第18回シニアクラブ静岡市輪投げ大会

順　位 区 学地区 チーム名 得　点
優　勝 清　水 由　比 由比 T 474
準優勝 清　水 不二見 不二見 B 465
３　位 駿　河 長田東 みずほ「ひまわり」A 451
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（7）第 42 号（7）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

元気にいきいき体操元気にいきいき体操

昼食も賑やかに昼食も賑やかに

　

7
月
8
日（
火
）「
は
ー
と
ぴ
あ
清

水
」に
て
開
催
。
女
性
会
員
１
３
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
恒
例
の
事
例
発
表
。
各

区
の
女
性
委
員
長
に
女
性
委
員
会
の

活
動
事
例
報
告
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
使
い
分
か
り
や
す
く
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

葵
区　

佐
藤
博
子
女
性
委
員
長

は
、各
地
区
女
性
委
員
が
地
域
で
活

動
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
簡
単
に

で
き
る
手
芸
・
工
作
品
作
り
の
紹
介
。

　

駿
河
区　

海
野
宏
枝
女
性
委
員
長

は
、作
品
展
へ
の
出
展
の
為
の
干

支
の
置
物
作
り
を
通
し
て
の
絆

づ
く
り
。

　

清
水
区　

鈴
木
ま
き
子
女
性

委
員
長
は
、毎
回
参
加
の「
福
祉

ま
つ
り
」で
の
タ
オ
ル
販
売
の

様
子
と
そ
れ
に
関
す
る
収
益
を

「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
」に
寄
付

し
て
い
る
事
の
説
明
で
し
た
。

　

三
区
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を

知
る
良
い
機
会
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

続
い
て
は
、４
名
ず
つ
に
分

か
れ
て
の
グ
ル
ー
プ
協
議
。

　

テ
ー
マ
は
「
私
の
自
慢
の
ク
ラ
ブ

活
動
」
で
す
。

　

皆
さ
ん
い
き
い
き
と
活
動
内
容
や

意
見
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
じ
グ
ル
ー
プ
で
昼
食
も
と
っ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、和
気
あ
い
あ
い
。

交
流
会
は
大
成
功
。

　

午
後
最
初
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
い

き
い
き
体
操
」。
今
回
は
椅
子
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
「
し
ず
お

か
♡
お
で
ん
ジ
ャ
ー
」
に
よ
る
講
演

会
。
知
的
・
発
達
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
の
気
持
ち
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
活
動
紹
介
で
、
バ
ス
や
ス
ー

パ
ー
で
の
実
体
験
を
基
に
し
た
動
画

や
、
軍
手
を
使
っ
て
の
疑
似
体
験
を

通
し
て
、
障
が
い
を
持
つ
子
の
親
と

し
て
の
気
持
ち
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
結
果
、
全
般
の
評
価
で
は

１
１
８
名
の
回
答
の
内
、
大
変
良

か
っ
た
・
良
か
っ
た
の
数
が
98
名
と
、

83
％
の
方
に
高
評
価
を
つ
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
暑
い
中
で
の
ご
参
加
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
評
価
を
得
た

「
三
区
女
性
会
員
合
同
交
流
会
」
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（8）第 42 号（8）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　残暑厳しい９月 17 日（水）静岡市中央体育館で葵区ス
ポーツ大会が開催されました。参加者は約 200 名でした。
　本大会は個人競技の「お手玉投げ」、団体競技の「た
すきリレー」・「ボール押し」・「輪投げ」・「４色玉入れ」
の合計５種目で構成され、葵区を４ブロックに分けた各
チームが全力で戦いました。
　競技はスムーズに展開され、午前中に無事終了しました。優勝は第４ブロ
ックでした。第４ブロックの皆様おめでとう。（杉浦　俊男）

第18回 葵区スポーツ大会第18回 葵区スポーツ大会

　前夜の雨で開催が心配されましたが、葵区ペタンク大会が 10
月 15 日（水）松富スポーツ広場にて無事スタートしました。
　23 チーム 80 名の選手が日頃の練習の成果を存分に発揮しま
した。優勝は安東 D チームでした。おめでとう。この大会の上
位７チームは 12 月 12 日（金）、市の大会へ出場します。

（杉浦　俊男）

第８回 葵区ペタンク大会第８回 葵区ペタンク大会

順　位 学地区 クラブ名
優　勝 安　東 安東 D
準優勝 美　和 安倍口百寿会 A

３　位
賎　機 松寿会 A
美　和 宮前クラブ

大
会
結
果

大
会
結
果

優勝した安東Dチームの皆さん優勝した安東Dチームの皆さん

優　勝 第４ブロック 安東、横内、伝馬町、駒形、玉川
準優勝 第２ブロック 井川、梅ヶ島、大河内、賤機、美和
３　位 第３ブロック 麻機、井宮、西奈、竜南
４　位 第１ブロック 安西、田町、服織

大
会
結
果

大
会
結
果
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（9）第 42 号（9）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　10 月 14 日に予定されていた駿河区ペタンク大会は 10 月
の天候不順により２度延期されて、10 月 29 日（水）にやっ
と開催にこぎ着けることが出来ました。今年も前半は８ブ
ロックに分かれて 31 チームがリーグ戦を行い、後半は順位
別トーナメントで優勝を競い
ました。さすがレベルの高い
駿河区の選手たちは、どの
チームも日頃の練習の成果を
発揮しようと真剣でした。上
位 11 チームが市大会に出場
し来年のねんりんピック出場
を目指します。　（戸塚　享）

冷たい浜風が吹く中島グラウンドでペタンク大会第９回第９回
駿河区ペタンク大会駿河区ペタンク大会

順　位 学　区 チーム名
優　勝 大　谷 大谷シニアクラブ A
準優勝 中　島 西脇若葉会

３　位
長田東 みずほ　ひまわり A
西豊田 小松会

大
会
結
果

大
会
結
果

　9 月 18 日（木）静岡市中央体育館において駿河区スポーツ大会が行わ
れました。各学区からの参加者約 200 名が赤、青、黄の 3 色に分かれて、
6 種目の競技で得点を競いました。前年は 3 色同点の大接戦でしたが今
年も 4 種目目で 3 色同点、全種目終了時には青、黄色の 2 色が同点に
なり玉入れで順位決定戦を行いました。
　昼休みにはフォークダンスの会と踊りの会のアトラクションがあり、
最後には東京音頭と炭坑節を観客も交えて踊り和やかに過ごしました。

（戸塚　享）

今年も大接戦　第18回 駿河区スポーツ大会今年も大接戦　第18回 駿河区スポーツ大会

大会結果大会結果

優　勝 第３ブロック（黄） 富士見、南部、長田北、大里西
準優勝 第２ブロック（青） 西豊田、長田東、森下、東豊田
３　位 第１ブロック（赤） 中島、大谷、川原、東源台
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（10）第 42 号（10）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　前日は夏日でしたが今日はさわやかな秋風のもと、男女
各 100 名の選手が楽しみながら好成績を目指してプレー
しました。ホールインワン賞は男性 26 本女性 22 本と多く、
各所で歓声が上がっていました。（菅　善紀）

9月19日（金）9月19日（金）
ちゅ〜るスタジアム清水第2球場ちゅ〜るスタジアム清水第2球場

第26回 清水区第26回 清水区
グラウンド・ゴルフ大会グラウンド・ゴルフ大会 ちょっと秋を感じました！ちょっと秋を感じました！

氏　名 地　区 スコア 順　位 氏　名 地　区 スコア
男
性
の
部

松茂　文彦 有　度 36 優　勝 女
性
の
部

河野佳代子 三　保 34
三浦　一則 江　尻 37 準優勝 馬野賀都江 蒲　原 37
池田　正明 蒲　原 37 ３　位 望月ふみ江 不二見 38

大
会
結
果

大
会
結
果 入賞した皆さん入賞した皆さん

10月24日（金）10月24日（金）
ちゅ〜るスタジアム清水第２球場ちゅ〜るスタジアム清水第２球場

　19 地区の選手と応援団 900 人が参
加して盛大に行われました。G・ゴル
フ、クロッケー、ボウリング、紅白
玉入れの他に 50 回記念特別競技とし
て「ペタンク」が追加されました。昼
食後の楽しみは全員参加の「パン食い
競争」。途中小雨が降る天候でしたが、
競技に支障はなく童心に返って楽しい
１日を過ごしました。（菅　善紀）

第50回 清水区スポーツ大会第50回 清水区スポーツ大会 歴史を感じた50回記念大会歴史を感じた50回記念大会

優　勝 岡　地区
準優勝 高部地区
３　位 興津地区

大会結果大会結果

大会結果大会結果
優　勝 折 戸　潮彩A
準優勝 高 部　梅ヶ谷A

３　位 有 度　楠寿会
蒲 原　蒲原A

11月14日（金）11月14日（金）
ちゅ〜るスタジアム清水第2球場ちゅ〜るスタジアム清水第2球場

　雲一つない秋日和、各地区から総勢 28
チームが参加。ペタンクを始めたばかり
のチームが経験豊富なチームとの対戦に
勝利する番狂わせがあるなど、プレーを
楽しみました。選抜された 14 チームが
市の大会に出場します。　（菅　善紀）

第４回 清水区ペタンク大会第４回 清水区ペタンク大会「天高く馬肥ゆる秋」を実感！「天高く馬肥ゆる秋」を実感！
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（11）第 42 号（11）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

会
員
は
54
名
で
す
。会
の
目
的
は
、

「
健
康
・
友
愛
」。
笑
い
が
あ
り
、
人

に
好
か
れ
、
仲
良
く
や
っ
て
お
り
ま

す
。

　

毎
月
２
回
（
第
１
・
３
木
曜
日
の

午
前
中
）「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
を
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
①
高
齢

者
に
ふ
さ
わ
し
い
教
養
・
健
康
・
交

通
安
全
教
室
等
。
②
体
を
使
っ
て
輪

投
げ
・
で
ん
で
ん
体
操
・
リ
ト
ミ
ッ

ク
等
。
③
歌
や
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
、

納
涼
会
・
忘
年
会
・
誕
生
日
会
等
。

④
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
映

「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
で
大
盛
り
上
が
り
！

竜
南
地
区

竜
南
地
区  

　
柳
和
会
　
会
長
　

　
柳
和
会
　
会
長
　
棟
髙
　
敏
郎

棟
髙
　
敏
郎

画
・
法
話
・
落
語
・
日
本
の
城
や
世

界
遺
産
、
奈
良
の
寺
院
の
紹
介
等
。

盛
り
沢
山
で
す
。

　

一
例
と
し
て
10
月
に
開
催
し
た
講

座
を
二
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

２
日（
木
）は
「
笑
っ
て
！
笑
っ

て
！
ヨ
ガ
講
座
」
を
行
い
ま
し
た
。

望
月
顧
問
の
「
元
気
で
仲
良
く
、
感

謝
を
忘
れ
ず
に
」
と
の
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
で
ん
で
ん
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
、
い
よ
い
よ
メ
イ
ン
の
塚
本
秀
夫

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
ご
指
導
に
よ

る
「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
開
始
で
す
。
最

初
は
ギ
タ
ー
に

合
わ
せ
て
「
里

の
秋
」
等
を

歌
い
な
が
ら
体

を
動
か
し
、
最

後
は
叫
び
な
が

ら
バ
ン
ザ
イ
！

し
ま
す
。
面
白

く
な
い
事
で

も
、
ど
ん
な
事

で
も
叫
ん
で
バ

ン
ザ
イ
で
締
め

ま
す
。
会
場
の

皆
さ
ん
一
緒
に

な
っ
て
全
身
で

「
い
い
ぞ
、イ
エ
ー
イ
！
」、「
や
っ

た
ー
、
イ
エ
ー
イ
！
」
と
叫
び
、
体

を
動
か
し
て
大
盛
り
上
が
り
。

　
「
笑
い
ヨ
ガ
」
は
30
年
前
に
、
イ

ン
ド
の
お
医
者
さ
ん
が
始
め
て
、
今

で
は
１
２
０
ヶ
国
以
上
の
国
に
普
及

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
会
場
全
体

が
一
つ
に
な
り
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
大

変
素
晴
ら
し
い
講
座
で
し
た
。

　

16
日
は
、
最
初
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」

で
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
身
近
な
洗
濯

バ
サ
ミ
や
紙
の
お
皿
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
い
、
指
を
動
か

し
な
が
ら
歌
っ
た
り
し
て
楽
し
く
交

流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使

い
「
日
本
の
城
・
駿
府
城
と
掛
川
城
」

を
勉
強
。
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

感
じ
ら
れ
る
充
実
し
た
ひ
と
時
で
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
魅
力
あ
る
内
容
で

「
柳
和
会
」
を
活
発
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

お城について学びましたお城について学びました
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私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（12）第 42 号（12）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

私
達
川
原
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、
安
倍
川
右
岸
の
河
口
に
位
置
す

る
地
域
で
、
会
員
数
88
名
、「
長
寿

会
」と
名
付
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
の
興
味
関
心
に
合

わ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
ま
す
。
主
な
も
の
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
、
輪
投
げ
、
ペ
タ
ン
ク
、

長
寿
会
で
生
き
が
い
を
!!

川
原
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　

川
原
学
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
村
本
　
博

村
本
　
博

踊
り
、
民
謡
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
、
囲
碁
、
手
芸
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
会
員
み
ん
な
が
集
ま
る

新
年
会
や
運
動
会
な
ど
を
企
画
し
た

り
、
奉
仕
活
動
と
し
て
神
社
や
公
園

の
草
と
り
、
見
回
り
活
動
を
行
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
活
動
の
様
子
を
会

員
の
望
月
早
苗
さ
ん
に
聞
い
て
み
ま

し
た
。

　

私
は
川
原
長
寿
会
の

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
３
Ｂ

体
操
」
の
ク
ラ
ブ
に
行
く
の

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
月
2
回
ダ
ン
ス
の
好
き

な
仲
間
が
川
原
会
館
に
集
い

ま
す
。
そ
し
て
先
生
を
お
招

き
し
て
教
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
音
楽
に
合
わ
せ

て
、
全
身
を
動
か
す
体
操
や

新
し
い
体
操
や
新
し
い
ダ
ン

ス
を
覚
え
る
こ
と
は
、
私
た

ち
の
元
気
の
源
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、長
寿
会
の
新
年
会

や
納
涼
祭
で
ダ
ン
ス
を
披
露

す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の

で
、や
る
気
が
出
て
練
習
に

も
力
が
入
り
ま
す
。市
老
連

の
芸
能
祭
に
も
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て

お
り
ま
す
。舞
台
に
立
っ
て
踊
る
と

き
は
緊
張
で
足
が
震
え
て
し
ま
い
ま

す
が
、今
後
の
日
々
の
生
活
の
自
信

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。最
近
で
は「
祭

り
だ
和
っ
し
ょ
い
」「
マ
ン
ボ
大
阪
パ

ラ
ダ
イ
ス
」「
飛
ん
で
け
花
笠
」
と
楽

し
い
曲
が
続
き
、み
ん
な
で
和
気
あ

い
あ
い
と
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
サ
ー
ク
ル
で
も
そ
れ
ぞ

れ
の
や
り
が
い
を
感
じ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
生
き
が
い
を
感
じ

る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
標
に
し

て
、
活
動
を
充
実
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。



ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
《
清
水
区
》

ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
《
清
水
区
》

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（13）第 42 号（13）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

平
成
に
小
休
止
し
て
い
た
「
石
川

老
人
会
」
は
、
令
和
２
年
「
石
川
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
再
出
発
し
ま

し
た
。

　

石
川
お
ど
り
の
会
、
清
水
か
っ
ぽ

れ
会
、石
川
ラ
ジ
オ
体
操
会
、石
川
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
会
と
、石
川
で

活
動
し
て
い
る
各
ク
ラ
ブ
に
ま
ず
は

声
掛
け
を
し
、い
ろ
い
ろ
な
趣
味
を

持
つ
囲
碁
、将
棋
、菜
園
な
ど
の
愛
好

者
も
集
ま
り
発
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
男
性
11
名
、
女

性
38
名
の
49
名
で
す
。

　

毎
月
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
の
球
技
を
競
い
、
カ
ラ

オ
ケ
、
踊
り
で
談
笑
し
、
毎
週
の
健

「
明
る
く
楽
し
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」を
め
ざ
し
て

飯
田
地
区
　
石
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
　
副
会
長
　
石
橋
　
芳
枝

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど
、
会
員
が
そ
れ

ぞ
れ
参
加
で
き
る
も
の
で
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

活
動
は
女
性
会
員
を
中
心
に
、
地

域
の
自
治
会
館
を
お
借
り
し
様
々
な

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
各
ク
ラ
ブ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
脳
ト
レ
ク
ラ
ブ　

身
近
な
雑
学
を

学
ん
だ
り
、
ク
イ
ズ
で
脳
の
活
性
化

を
促
し
、
今
一
度
、
脳
に
刺
激
を
与

え
脳
の
若
返
り
を
図
り
、
認
知
症
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。

②
石
川
お
ど
り
の
会

③
石
川
か
っ
ぽ
れ
の
会

　

こ
の
２
つ
は
日
曜
日
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
向
原
公
園
清
掃
は
、
毎

月
自
治
会
館
で
の
定
例
会
の
後
に
、

約
18
人
で
枯
れ
葉
や
草
取
り
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

年
々
体
調
不
良
を
訴
え
る
方
も
出

て
き
て
退
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
常
に
会

員
増
強
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
皆
さ
ん
と
の

話
し
合
い
の
場
を
よ
り
多
く
設
け
、

「
明
る
く
楽
し
い
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」

を
め
ざ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

男性も女性も楽しめる健康マージャン男性も女性も楽しめる健康マージャン



活
動
紹
介

活
動
紹
介
《《
葵
区
・
駿
河
区
／

葵
区
・
駿
河
区
／
清
水
区
》

清
水
区
》

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（14）第 42 号（14）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　12 日の開会式典では、葵区の井出会長の挨拶が終わり次
第、参加された皆さんが速やかに会員等の作品を見るため、
各展示室を目指し散会いたしました。
　本年度は、会員の出展数が多く絵画：45 点、手芸・工芸：
260 点、さらに書道：48 点・写真：15 点となりました。例
年は、１人３点と限定されましたが、今回は限定しませんで
した。また、来訪者は、開催５日間で延 2,149 人。昨年は

1,888 人で、昨年度より 13% 増となりました。
　16 日の、閉会の挨拶は次年度担当の駿河区の八木
会長より、実行委員の皆さんの労をねぎらうと共に作
品展の成功に感謝し、次年度の決意を述べ終了となり
ました。みなさんご苦労様でした。（安藏　忠夫）

　11 月７日（金）から 10 日（月）の４日
間、はーとぴあ清水６階の多目的ホール
で賑やかに開催されました。今回は仲
間と一緒に同じ作品のバッグやぬいぐる
みを展示されているのが目を引きました。
シニアクラブで 112 点、福祉６グルー

プ 95 点の 207 作品でした。どの作品も見学に訪れた方が足を止め、細
かい所まで観られている姿が印象的でした。きっ
と「私も来年挑戦してみよう」なんて考えられて
いるのではないでしょうか。会場の準備、受付を
担当された皆様、作品を制作された皆様、ご協
力ありがとうございました。　　　（西ヶ谷光男）

清水福祉総合文化祭作品展清水福祉総合文化祭作品展

第20回 葵区・駿河区合同シニア作品展第20回 葵区・駿河区合同シニア作品展

・11月12日（水）〜16日（日）　・静岡市民ギャラリー・11月12日（水）〜16日（日）　・静岡市民ギャラリー



シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
静
岡
市
の
活
動

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（15）第 42 号（15）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

柿
、
茶
畑
な

ど
懐
か
し
い

田
舎
の
風
景
。

川
沿
い
の
ノ

ボ
リ
が
「
パ

タ

く
」
と

音
を
立
て
る

程
の
遠
州
の

か
ら
っ
風
。
鳥
居
や
社
殿
の
重
厚
感

は
特
別
。
境
内
の
そ
こ
か
し
こ
に
見

事
な
紅
葉
。
小
國
神
社
は
遠
江
国
一

宮
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
て

い
る
神
社
で
、
ご
祭
神
は
大お

お
な
む
ち
の
み
こ
と

己
貴
命

別
名
大
黒
様
で
、
商
売
繁
昌
・
家
内

安
全
・
縁
結
び
に
ご
利
益
が
あ
る
そ

う
で
す
。

　

夕
暮
れ
迫
る
中
、
バ
ス
は
帰
路
に
。

　

紅
葉
の
中
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
、
万
歩

計
で
一
万
歩
を
超
え
た
方
も
い
ま
し

た
が
、
私
は
約
七
千
歩
で
し
た
。

　

ま
た
来
年
も
。　
（
西
ヶ
谷
光
男
）

　

11
月
28
日（
金
）
前
日
の
雨
も

上
が
り
、
快
晴
の
旅
行
日
和
。
白

雪
の
富
士
に
見
送
ら
れ
バ
ス
７
台
、

２
６
２
名
で
浜
松
へ
。

　

か
ん
ざ
ん
じ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は
高

さ
１
１
３
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
７
２
３

メ
ー
ト
ル
、
片
道
４
分
で
し
た
。
湖

上
を
渡
る
絶
景
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
は

日
本
で
唯
一
と
か
。
展
望
台
か
ら
は

富
士
山
も

チ
ョ
ッ
ト

見
え
ま
し

た
。
き
ら

き
ら
と
輝

く
湖
面
を

白
波
を
立 〜晩秋の舘山寺　大草山散策〜〜晩秋の舘山寺　大草山散策〜

て
て
遊
覧
船
が
走
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
と

交
差
す
る
瞬
間
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ

ン
ス
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
駅
舎
に
は
オ

ル
ゴ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
も
あ
り
ま

し
た
。
大
草
山
の
整
備
さ
れ
た
遊
歩

道
は
歩
き
や
す
く
、
紅
葉
も
色
鮮
や

か
。
眼
下
の
景
色
は
ど
ち
ら
を
向
い

て
も
素
晴
ら
し
い
の
一
言
で
す
。

　

昼
食
は
袋
井
観
光
セ
ン
タ
ー
の

「
ど
ま
ん
中
」。変
な
店
名
と
思
い

き
や
箸
袋
に「
東
海
道
五
十
三
次

の
二
十
七
番
目
の
袋
井
宿
」と
あ
り

納
得
。ホ
ッ
カ
ホ
カ
の
桜
海
老
御
膳
、

分
厚
い
か
き
揚
げ
、茶
ソ
バ
、豚
汁
風

の
汁
な
ど
七
品
と
豪
華
。特
に
鍋
の

汁
は「
美
味
い

く
」と
あ
ち

こ
ち
で
話
題
。

土
産
品
も
盛

り
沢
山
、目
移

り
し
て
し
ま

う
程
。
レ
ジ

は
大
行
列
で

し
た
。

　

木
の
葉

が
舞
い
散
る

中
一
路
小
國

神
社
へ
。
遠

州
森
町
か
ら

天
竜
方
面
へ
、

黄
金
色
の
田

畑
や
み
か
ん
、

第９回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング第９回 シニアクラブ静岡市交流ウォーキング



静
岡
の
元
気
人

静
岡
の
元
気
人

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（16）第 42 号（16）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、笑
顔
が
素

敵
な
見
城
昭
子
さ
ん（
98
歳
）で
す
。

　

静
岡
市
の「
オ
ク
シ
ズ
」と
呼
ば
れ

る
安
倍
川
の
上
流
に「
真
富
士
の
里
」

が
あ
り
、そ
の
先
の「
平
野
地
区
」に

最
高
齢
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い
る
、

見
城
さ
ん
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

　

旧
姓
、
増
田
昭
子
さ
ん
の
ご
両
親

は
、
戦
前
に
藤
枝
市
よ
り
現
在
の
平

野
に
家
業
の
「
鍛
冶
屋
」
と
し
て
移

り
住
み
、
本
人
は

こ
の
地
で
生
ま
れ

育
ち
、
そ
の
後
、

嫁
い
だ
姉
の
家
か

ら
自
転
車
で
友
達

と
浅
間
神
社
で
落

ち
合
い
、
女
子
商

業
高
等
学
校
に
通

学
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
地
元
の
大
河
内
村
役
場

に
勤
め
、
そ
こ
で
縁
あ
っ
て
、
戦
後

復
員
さ
れ
農
協
に
働
い
て
い
た
、
近

所
の
９
歳
違
い
の
見
城
兼
吉
さ
ん
と

昭
和
22
年
に
結
婚
。
結
婚
３
年
後
、

兼
吉
さ
ん
が
、
木
材
の
切
り
出
し
と

運
搬
の
事
業
に
取
り
組
み
独
立
し
た

の
を
機
に
、
昭
和
40
年
に
こ
の
地
域

で
、
女
性
と
し
て
初
め
て
の
自
動
車

運
転
免
許
証
を
取
得
し
、
家
業
に
協

力
、
三
人
の
子
を
無
事
に
育
て
世
に

送
り
出
し
、
現
在
は
、
長
男
夫
婦
と

生
活
し
、
長
女
・
次
女
は
共
に
市
内

で
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

見
城
さ
ん
は
、
地
域
の
諸
先
輩
の

方
々
と
地
元
に
根
づ
い
た
、
地
域
改

善
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
地
域
活
動

を
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
一つ

と
し
て
、
七
草
が
ゆ
の
食
材
の
種
を

買
っ
て
栽
培
し
、
地
域
に
浸
透
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
婦
人
会
の
会
長
を

受
け
た
と
き
に

は
、
お
正
月
の

お
飾
り
の
材
料

か
ら
製
品
ま
で

の
一
環
作
業
を
、

親
よ
り
受
け
継

ぎ
広
め
ま
し
た
。

現
在
は
必
要
な

親
族
等
に
作
り
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

見
城
さ
ん
の
趣
味
は
三
味
線
。
50

歳
ご
ろ
か
ら
杉
山
流
の
三
味
線
を
習

い
、教
室
を
つ
く
り
、先
生
と
共
に
演

奏
と
普
及
を
兼
ね
楽
し
ん
で
い
た
そ

う
で
す
。更
に
、近
く
の
檀
家
の
臨
済

宗「
少
林
禅
院
」を
通
し
て
、妙
心
寺

派
、花
園
流
の
御
詠
歌
を
学
び
、各
種

葬
祭
等
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
で
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
「
大
河
内
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」で
の
活

動
に
は
、何
で
も
積
極
的
に
参
加
協
力

し
会
員
の
模
範
と
な
る
働
き
を
し
て

い
ま
し
た
が
、現
在
は
体
の
調
子
を
考

え
必
要
に
応
じ
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

98
歳
を
迎
え
た
日
課
は
、
長
男
の

嫁
と
嫁
い
だ
次
女
の
三
人
で
山
の
畑
へ

行
き
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
サ
ツ
マ
イ
モ
・
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
栽
培
を
手
掛
け
、
そ
の

収
穫
物
を
東
京
で
生
活
す
る
孫
た
ち

に
贈
る
こ
と
を
楽
し
み
に
日
々
生
活

を
送
っ
て
い
ま
す
。　
（
安
藏　

忠
夫
）

連載シリーズ － 第39回 －

見城　昭子さん（98歳）
葵区　大河内学区
大河内シニアクラブ

静岡の
元気人



こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

こ
ん
な
こ
と
し
て
い
ま
す
！

私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

（17）第 42 号（17）第 42 号 市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り 令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

　

私
は
４
年
前

に
家
業
を
息
子

に
継
い
で
も
ら

い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
少
し

社
会
貢
献
を
し

な
が
ら
趣
味
に

時
間
を
取
り
た
い
と
考
え
、
陶
芸
、
木
目
込
み
、
パ
ッ
チ

ワ
ー
ク
、
色
鉛
筆
の
塗
り
絵
、
以
前
か
ら
習
っ
て
い
た
日

本
舞
踊
を
楽
し
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

舞
踊
は
姉
の
影
響
も
あ
り
20
代
頃
か
ら
始
め
て
い
ま
し

た
。
地
域
の
先
輩
の
後
を
受
け
継
ぎ
、
令
和
元
年
か
ら
新

し
く
「
さ
わ
や
か
舞
踊
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

講
師
に
は
藤
間
流
藤
間
扇
紫
乃
先
生
を
お
迎
え
し
、
生
涯

学
習
交
流
館
や
き
ら
く
荘
を
お
借
り
し
て
月
４
回
稽
古
を

重
ね
て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
は
「
家
庭
の
中
だ
け

に
引
き
こ
も
ら
ず
に
、
社
会
と
の
関
わ
り
を
持
ち
楽
し
く

健
康
管
理
し
ま
し
ょ
う
」
で
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
が
、

４
年
程
前
か
ら
主
人
の

介
護
が
始
ま
り
思
う
よ

う
に
は
行
か
な
い
状
況

で
す
。
幸
町
喜
楽
会
の

会
長
と
女
性
委
員
長
も

兼
任
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
舞
踊
も
し
っ
か
り

続
け
て
い
き
ま
す
。

　

裏
の
公
園
も
一

気
に
秋
色
に
包
ま

れ
、公
園
で
の
ラ
ジ

オ
体
操
か
ら
私
の

一
日
が
始
ま
る
。
川

柳
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
書
や
歌
や
地
元

で
の
ス
ポ
ー
ツ
も
中
止
に
な
り
、
ボ
ケ
防
止
に
と
始
め
、

市
の
文
化
祭
に
投
句
す
る
と
何
句
か
が
入
選
し
た
。
そ
の

お
も
し
ろ
さ
や
奥
深
さ
に
惹
か
れ
今
で
も
続
い
て
い
る
。

毎
月
の
川
柳
の
句
会
に
出
す
課
題
の
作
句
だ
が
、
い
つ
も

ぎ
り
ぎ
り
で
当
日
の
朝
慌
て
て
手
直
し
す
る
こ
と
も
た
び

た
び
。
市
の
川
柳
大
会
で
は
、
お
題
の
垂
れ
幕
の
揮き

ご
う毫
も

さ
せ
て
貰
っ
て
い
る
。

　

静
岡
へ
転
居
し
て
か
ら
始
め
た
歌
も
か
れ
こ
れ
三
十
年
。

勤
め
の
関
係
で
休
ん
だ
期
間
も
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
歌
曲

や
日
本
歌
曲
叙
情
歌
や
童
謡
ま
で
、
大
き
な
声
を
出
し
て

歌
う
事
で
ス
ト
レ
ス
発
散
や
健
康
効
果
も
あ
る
。
難
し
い

イ
タ
リ
ア
語
や
ド
イ
ツ
語
の
発
音
に
も
苦
戦
し
な
が
ら
楽

し
ん
で
い
る
。

稽
古
後
に
友

人
達
と
す
る

ラ
ン
チ
や
お

し
ゃ
べ
り
も

楽
し
い
ひ
と

時
で
あ
る
。

　
駿
河
区
　
中
島
学
区
　
若
葉
会

柴
本
　
ミ
チ
コ

出
会
っ
た
も
の

清
水
区
　
清
水
地
区
　
幸
町
喜
楽
会

望
月
　
美
千
子

日
本
舞
踊
と
役
員
の
両
立

藤間扇紫乃先生とクラブ員

県の芸術祭に出品

後ろの垂れ幕を書きました

静岡音楽館AOI での発表会
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会
員
文
芸

会
員
文
芸

俳

句

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

榊
原　

藤
雄

　

榊
原　

藤
雄

ナ
ナ
カ
マ
ド
燃
え
る
山
路
桃
源
郷

ナ
ナ
カ
マ
ド
燃
え
る
山
路
桃
源
郷

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

西
澤　

久
義

　

西
澤　

久
義

秋
深
し
山
も
錦
に
衣
替
え

秋
深
し
山
も
錦
に
衣
替
え

　　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

高
山　

君
江

　

高
山　

君
江

道
端
で
つ
く
し
ん
ぼ
う
が
勢
揃
い

道
端
で
つ
く
し
ん
ぼ
う
が
勢
揃
い

　
　
　
　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

　

西
ヶ
谷
光
男

賀
状
や
め
何
故
か
気
に
な
る
三
が
日

賀
状
や
め
何
故
か
気
に
な
る
三
が
日

清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会

清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会　

柴　
　

律
子

　

柴　
　

律
子

蝋
梅
の

蝋
梅
の
容容

か
ん
ば
せ

か
ん
ば
せの
中
句
を
案
ず

の
中
句
を
案
ず

清
水
区　

辻
地
区　

辻
六
区
長
寿
会

清
水
区　

辻
地
区　

辻
六
区
長
寿
会　

平
岡
美
恵
子

　

平
岡
美
恵
子

涼
し
さ
に
目
覚
め
る
朝
の
天
気
好
し

涼
し
さ
に
目
覚
め
る
朝
の
天
気
好
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

川
井　
　

曻

川
井　
　

曻

老
い
て
行
く
馴
染
み
病
院
秋
時
雨

老
い
て
行
く
馴
染
み
病
院
秋
時
雨

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

山
田　

眞
平

　

山
田　

眞
平

秋
一
番
生
理
学
賞
日
本
人

秋
一
番
生
理
学
賞
日
本
人

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　

鈴
木
冨
美
子

　

鈴
木
冨
美
子

道
の
月
巨
匠
た
ど
っ
た
な
お
も
照
る

道
の
月
巨
匠
た
ど
っ
た
な
お
も
照
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

工
島　

理
廣

工
島　

理
廣

安
倍
川
で
鮎
に
追
わ
れ
て
日
が
暮
れ
る

安
倍
川
で
鮎
に
追
わ
れ
て
日
が
暮
れ
る

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

前
田
か
ね
子

前
田
か
ね
子

通
り
雨
濡
れ
て
色
づ
く
柿
紅
葉

通
り
雨
濡
れ
て
色
づ
く
柿
紅
葉

葵葵
区　区　

田
町
学
区

田
町
学
区　

第
二
長
生
会

　

第
二
長
生
会　

遠
藤　

昭
二

　

遠
藤　

昭
二

老
い
し
今
軸
掛
け
替
え
て
年
用
意

老
い
し
今
軸
掛
け
替
え
て
年
用
意

葵葵
区　区　

安
東
安
東
地
区　

さ
つ
き
会

地
区　

さ
つ
き
会　

杉
山　

篤
男

　

杉
山　

篤
男

十
二
人
卓
に
礼
し
て
淑
気
か
な

十
二
人
卓
に
礼
し
て
淑
気
か
な

葵葵
区　区　

安
東
安
東
地
区　

寿
会

地
区　

寿
会　

瀬
本　

玉
子

　

瀬
本　

玉
子

帰
路
急
ぐ
釣
瓶
落
と
し
の
日
暮
れ
か
な

帰
路
急
ぐ
釣
瓶
落
と
し
の
日
暮
れ
か
な

葵葵
区　区　

安
東
安
東
地
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ

地
区　

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ　　

倉
戸　

照
夫

倉
戸　

照
夫

初
詣
一
筆
書
き
て
出
か
け
け
り

初
詣
一
筆
書
き
て
出
か
け
け
り

葵
区　

安
東
地
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ

葵
区　

安
東
地
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

朝
倉　

司
朗

　

朝
倉　

司
朗

山
頂
に
万
歳
高
く
初
茜

山
頂
に
万
歳
高
く
初
茜

葵
区　

安
東
地
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ

葵
区　

安
東
地
区　

し
の
の
め
ク
ラ
ブ　

鈴
木　

健
仁

　

鈴
木　

健
仁

客客マ
ロ
ウ
ド

マ
ロ
ウ
ド人人
に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
雪
の
富
士

に
シ
ン
メ
ト
リ
ー
の
雪
の
富
士

清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

塚
本　

鐘
子

　

塚
本　

鐘
子

信
濃
よ
り
眞
赤
な
リ
ン
ゴ
の
宅
配
便

信
濃
よ
り
眞
赤
な
リ
ン
ゴ
の
宅
配
便

　
　

包
み
し
地
方
紙
懐
し
く
読
む

　
　

包
み
し
地
方
紙
懐
し
く
読
む

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

稲
森　

靖
子

　

稲
森　

靖
子

公
園
の
ベ
ン
チ
に
ポ
ツ
ン
野
球
帽

公
園
の
ベ
ン
チ
に
ポ
ツ
ン
野
球
帽

　
　

主
ど
こ
か
と
待
ち
わ
び
て
い
る

　
　

主
ど
こ
か
と
待
ち
わ
び
て
い
る

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会

葵
区　

駒
形
学
区　

駒
形
あ
お
い
会　

桑
原　

文
江

　

桑
原　

文
江

美
術
館
赤
羽
末
吉
鑑
賞
へ

美
術
館
赤
羽
末
吉
鑑
賞
へ

　
　

子
ど
も
の
頃
に
ふ
と
迷
い
こ
む

　
　

子
ど
も
の
頃
に
ふ
と
迷
い
こ
む

短

歌
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清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会

清
水
区　

不
二
見
地
区　

日
立
町
八
千
代
会　

辻　
　

豊
夫

　

辻　
　

豊
夫

猛
暑
日
は
エ
ア
コ
ン
付
け
て
読
む
ス
リ
ラ
ー

猛
暑
日
は
エ
ア
コ
ン
付
け
て
読
む
ス
リ
ラ
ー

清
水
区　

駒
越
地
区　

迎
山
ク
ラ
ブ

清
水
区　

駒
越
地
区　

迎
山
ク
ラ
ブ　

藤
本　

正
洋

　

藤
本　

正
洋

缶
詰
は
猫
が
マ
グ
ロ
で
俺
イ
ワ
シ

缶
詰
は
猫
が
マ
グ
ロ
で
俺
イ
ワ
シ

清
水
区　

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

　

西
ヶ
谷
光
男

初
日
の
出
一
年
分
を
蓄
電
し

初
日
の
出
一
年
分
を
蓄
電
し

清
水
区　

辻
地
区　

辻
六
区
長
寿
会

清
水
区　

辻
地
区　

辻
六
区
長
寿
会　

平
岡
美
恵
子

　

平
岡
美
恵
子

年
重
ね
未
来
の
橋
を
渡
り
た
い

年
重
ね
未
来
の
橋
を
渡
り
た
い

川

柳

　　
清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
今
宿
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
今
宿
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

小
池　

裕
子

　

小
池　

裕
子

警
察
隊
の
奏
で
る
ジ
ャ
ズ
に
ス
イ
ン
グ
す

警
察
隊
の
奏
で
る
ジ
ャ
ズ
に
ス
イ
ン
グ
す

　

時
空
を
越
え
し
若
き
日
の
わ
れ

　

時
空
を
越
え
し
若
き
日
の
わ
れ

　　
清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

由
比
地
区　

由
比
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

田
邊　

安
裕

　

田
邊　

安
裕

輪
投
げ
愛
日
々
の
練
習
積
み
重
ね

輪
投
げ
愛
日
々
の
練
習
積
み
重
ね

　

迎
え
う
ち
た
る
心
は
勝
利

　

迎
え
う
ち
た
る
心
は
勝
利

　　
清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会

清
水
区　

清
水
地
区　

八
千
代
町
長
寿
会　

西
ヶ
谷
光
男

　

西
ヶ
谷
光
男

ひ
と
と
せ
を
越
え
て
迎
え
る
元
日
に

ひ
と
と
せ
を
越
え
て
迎
え
る
元
日
に

　

家
族
揃
え
ば
何
よ
り
嬉
し

　

家
族
揃
え
ば
何
よ
り
嬉
し

清
水
区　

折
戸
地
区　

折
戸
第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

折
戸
地
区　

折
戸
第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

長
岡　

節
子

　

長
岡　

節
子

今
朝
採
ら
む
と
残
し
お
き
た
る
無
花
果
の

今
朝
採
ら
む
と
残
し
お
き
た
る
無
花
果
の

　
　

早
も
小
鳥
の
つ
い
ば
み
て
お
り

　
　

早
も
小
鳥
の
つ
い
ば
み
て
お
り

清
水
区　

折
戸
地
区　

第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

清
水
区　

折
戸
地
区　

第
三
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ　

柴
田
ま
ち
子

　

柴
田
ま
ち
子

涼
風
に
騒
音
抜
け
る
折
戸
浜

涼
風
に
騒
音
抜
け
る
折
戸
浜

　
　

八
分
音
符
の
さ
ざ
波
揺
れ
て

　
　

八
分
音
符
の
さ
ざ
波
揺
れ
て

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

三
重
野
隆
志

三
重
野
隆
志

高
齢
者
毎
朝
テ
レ
ビ
大
谷
の

高
齢
者
毎
朝
テ
レ
ビ
大
谷
の

　
　

本
塁
打
良
し
そ
の
日
最
高

　
　

本
塁
打
良
し
そ
の
日
最
高

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

鈴
木　

行
雄

鈴
木　

行
雄

共
に
生
き
幸
せ
の
時
半
世
紀

共
に
生
き
幸
せ
の
時
半
世
紀

　
　

妻
に
贈
る
や
秋
の
薔
薇　

　
　

妻
に
贈
る
や
秋
の
薔
薇　

クロスワード
パズル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
当
選
者
（
敬
称
略
）

幾
田
　
光
男
　
　
伊
藤
八
千
子
　
　
岩
田
　
幸
子

仁
科
　
榮
子
　
　
望
月
　
幸
次
　
　
笹
田
友
紀
子

外
岡
　
令
子
　
　
長
瀧
　
鉄
也
　
　
羽
根
田
克
枝

山
田
　
昭
子

前
回
の
答
え

ハ
イ
キ
ン
グ

◎短歌・俳句・川柳を寄稿ください。
　※なお多くの方々の作品を掲載 
　したいため 1 人各 1 点でお願い 
　します。
◎楷書で正確にご記入下さい。
◎原稿には本文の前に題名・学地 
　区・クラブ名・筆者・電話番号 
　も必ずご記入ください。
◎原稿の採否・一部削除などは広 
　報専門委員会にお任せ願います。
◎原稿はお返しいたしませんので、 
　あらかじめコピーをとっておい 
　てください。
◎「この記事が良かった」「こんな 
　記事が読みたい（特集を組んでほ 
　しい）」など、ご意見、ご要望を 
　お待ちしています。（紙面上にて 
　適宜ご紹介させていただきます）

〒 420-0854
　静岡市葵区城内町 1 番 1 号
　静岡市中央福祉センター 3 階
シニアクラブ静岡市事務局

原 稿 募 集

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

岩
田　

幸
子

岩
田　

幸
子

天
高
く
歳
を
重
ね
し
我
が
子
ら
よ

天
高
く
歳
を
重
ね
し
我
が
子
ら
よ

　
　

そ
ば
に
寄
り
添
い
乾
杯
の
写
メ

　
　

そ
ば
に
寄
り
添
い
乾
杯
の
写
メ

　　
葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

城
内　

良
子

城
内　

良
子

お
月
さ
ま
ご
機
嫌
な
な
め
で
雲
隠
れ

お
月
さ
ま
ご
機
嫌
な
な
め
で
雲
隠
れ

　
　

平
安
の
と
き
思
い
巡
ら
し

　
　

平
安
の
と
き
思
い
巡
ら
し

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

宇
佐
美
千
代
子

宇
佐
美
千
代
子

庭
先
に
ミ
カ
ン
つ
い
ば
む
メ
ジ
ロ
た
ち

庭
先
に
ミ
カ
ン
つ
い
ば
む
メ
ジ
ロ
た
ち

　
　

心
ほ
っ
こ
り
秋
を
鑑
賞

　
　

心
ほ
っ
こ
り
秋
を
鑑
賞

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ

葵
区　

美
和
学
区　

足
久
保
生
き
生
き
ク
ラ
ブ　　

川
井　

玲
子

川
井　

玲
子

フ
ロ
ン
ト
に
ト
ン
ボ
の
群
れ
の
は
ば
た
け
り

フ
ロ
ン
ト
に
ト
ン
ボ
の
群
れ
の
は
ば
た
け
り

　

エ
ン
ジ
ン
掛
け
ず
に
暫
し
目
澄
ま
す

　

エ
ン
ジ
ン
掛
け
ず
に
暫
し
目
澄
ま
す



私たちは静岡市老人クラ ブ 連 合 会 の 活 動 を 応 援 し て い ま す

第 42 号（20）第 42 号（20）市 老 連 だ よ り市 老 連 だ よ り令和 8 年 1 月発行令和 8 年 1 月発行

◇
ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　「
市
老
連
だ
よ
り 

」
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご
協

賛
頂
き
ま
し
た
ス
ポ
ン
サ
ー
各
位
に
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
本
紙
は
会
員
の
さ
ら
な
る
健
康
増
進
、
生
き
が
い

の
向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
な
ど
を
願
っ
て
発
行
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
趣
旨
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
今
後
と
も
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

近
年
は
異
常
気
象
が
常
態
化
し
、
高
齢
者

に
は
非
常
に
厳
し
い
日
常
生
活
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
中
、
日
本
社
会
は
今
、
人
生

１
０
０
年
時
代
の
到
来
で
す
。
皆
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。
静
岡
県
は

健
康
寿
命
が
男
女
共
に
ト
ッ
プ
を
占
め
て
お

り
ま
す
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
体
育
、
芸
能
、

文
芸
と
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
活
動
が
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
未
加
入
の
友
人
、
知
人
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
勧
誘
し
て
下
さ
い
。

　

昨
年
10
月
に
第
１
０
４
代
首
相
に
高
市
早

苗
氏
が
選
出
さ
れ
、
日
本
憲
政
史
上
初
の
女

性
総
理
大
臣
が
誕
生
し
ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
各
単
老
の
会
長
を
女
性
が
多
数
担
う
日

が
近
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。（

菅　

善
紀
）

編
集
後
記

編
集
後
記

◎
戸
塚　
　

享
（
駿
河
区　

東
豊
田
）

○
西
ヶ
谷
光
男
（
清
水
区　

清　

水
）

　

杉
浦　

俊
男
（
葵　

区　

安　

東
）

安
藏　

忠
夫
（
葵　

区　

美　

和
）

　

菅　
　

善
紀
（
清
水
区　

有　

度
）

◎
は
委
員
長　

○
は
副
委
員
長

しずおかスポーツフェスティバル
ペタンク大会でシニアクラブ静岡市

チームが見事！優勝に輝く
　９月 21 日三島市に
て県主催のペタンク
大会が開催されまし
た。強豪２１チームが
出場する中、念願の初
優勝となりました。予
選リーグは３者三つ巴
で苦戦しながら勝ち上がりましたが、決勝トーナメン
トは快勝が続き決勝戦も大量得点で勝利しました。県
のペタンク大会では上位進出はたびたびありましたが、
なかなか優勝まで勝ち上がれませんでした。今回は良
い成績を収めることができました。今後もご活躍をお
願いします。おめでとうございます。

左から
内田篤、横山美佐子、石川雅透

ねんりんピック岐阜2025
ペタンク交流大会

　10 月 19 日岐阜県養老町にて開催された大会に、
静岡市を代表して新寿会チーム（駿河区）が出場し
ました。４チームによる予選リーグ戦に臨みましたが、
惜しくも予選敗退となりました。全国のペタンク仲間
と交流を深め、元気な静岡市をアピールすることが
出来ました。

左から　澁谷幸一、小倉靖子、杉本泰彦


